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東日本大震災から 2年が経過した 2013年、日

本学術会議で科学・夢ロードマップ作成の話が持

ち上がった。託されたテーマは土木工学・建築学

分野の科学・夢ロードマップの作成であった。日

本列島が地震の活動期に入り、エネルギー供給

の構造が変化し、高齢化が進み人口が減少する

なかで、持続可能で安全・安心な社会を実現す

るためには、土木工学・建築学分野が、過去を見

直し、現在を見つめ、未来を見据えて、科学・技

術を一層向上させていくことが課題であるとの認

識が背景にあった。 

まとめ役として、土木工学・建築学分野のキー

ワードを「持続可能で豊かな社会の構築」を中心

に議論を進めようと考え、土木工学と建築学に関

係する学会の先生方にメンバーに入っていただき、

議論を開始した。私の思惑は大きく外れ、各学会

の先生方からは、「豊かな社会」ではなく「心豊か

な社会」の構築が重要であるとの指摘を受けた。

「持続可能で豊かな社会」を中心に持ってきたか

った私は、各学会の理事会にまで出席して、「心

豊かな社会」でなく「豊かな社会」の採用をお願い

した。結果として、土木工学・建築学分野の科学・

夢ロードマップの中央には「持続可能で豊かな社 

会」を持ってくることができた。その一方で、委員

の先生方の意見を尊重して、説明文には「人口が

減少し高齢化が進むなかで、健やかで心豊かに

生きるための住宅・社会基盤づくりに取り組む。」と

して、心の文字を入れさせていただいた。 

その後も「心豊かな社会」という言葉が脳裏から

離れなかった。そのような中、コンパッションという

言葉が目に飛び込んできた。「共にいる力」をコン

パッションといい、「立ち直る力」、「やり抜く力」に

関連し、利他性・共感・誠実・敬意・関与が基本

概念とのことである。脳神経科学では、認知的視

野、思考力、免疫力、レジリエンスなどへの効果

が検証されているという。免疫力とレジリエンスの

キーワードに魅せられた。土木のイメージに合うよ

うな気がしている。 

新型コロナウイルスの感染症と自然災害の複

合災害のリスクに備えなければならない時代を迎

えた我々には、多様な生き方を視野に入れた社

会基盤づくりとともに、コンパッションでいうところの

「共にいる力」、「立ち直る力」、「やり抜く力」が不

可欠であるように思う。「心豊かな社会」とはどのよ

うなものであるのか、もう少し議論しておくべきであ

ったと反省している。 

  


